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題目 ： 2 階準線型常微分方程式のいわゆる弱増加正値解の漸近挙動について

　

要旨 ： p(t) を無限大の近傍で定義された正値連続関数，α, β を正定数，として準線型

常微分方程式

(|u0|α−1u0)0 + p(t)|u|β−1u = 0

の正値解を無限大の近傍で考える．先験的に正値解全体は次の 3 種類の漸近

挙動を持つクラスに分かれる事が分る：

　「無限大において 1 次式に漸近するもの」，

　「無限大において正定数に漸近するもの」，

　「無限大において 1 次式より遅く無限大に発散するもの」．

このうち最初の 2 つのクラスは分り易いクラスである．一方最後のクラスは

挙動が少し分りにくいし，実はどのようなときにこのクラスの解が存在するか

という事も完全には分っていない．

　本講演ではこの最後のクラスに属する解（これを「弱増加解」とか「中間

オーダー解」と呼ぶ）の漸近挙動について報告する．特に，係数関数 p(t) が

t−σ（σ は定数）に漸近するときの弱増加解の漸近形を α,β,σ で書き下すこと

を目指す．
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